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要  旨 

平成23～24年度に実施した小規模事業場排水検査の調査結果をまとめた。簡易水質検査キット(COD)

とTOCの関係では、有機性排水をさらに食品系事業場と食品系以外の事業場に分類した場合、それぞれ

に良好な相関関係が認められ、食品系事業場の回帰式の傾きは 1.4、食品系以外の事業場の傾きは 0.9

であった。また、SSはTOCに影響を与えると考えられ、特に食品系事業場のうちSSが高値の事業場で

は排水処理過程でSSを除く適切な処理を行なえばTOCは大きく下がると思われる。 
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Ⅰ はじめに 

 香川県では、水質汚濁負荷量のうち、小規模特定事業

場や未規制事業場（以下、小規模事業場という）からの

排出負荷が3割を占めている。この削減対策として、「香

川県生活環境の保全に関する条例」により、小規模事業

場を対象に平成24年4月からTOC（全有機炭素）による

排水規制を実施している。前報１）では、小規模事業場の

排水実態調査において、COD と TOC との関係、さらに透

視度及び簡易水質検査キット(COD)と TOC との関係等を

調べ、簡易排水管理２）３）の可能性について検討した。透

視度とTOCとの関係は、統計的には逆相関性有りという

ことになるが、これからTOCを推定するのはリスクが大

きいと思われた。簡易水質検査キット(COD)とTOCとの関

係は、相関性が認められたため、継続調査を行いデータ

数を蓄積し、排水の種類別など、各事業場により適合す

るような回帰式の検討を行なった。 

また、前報１）で推定値＋50％の値のラインの回帰式を

大きくはずれていた１事業場について、詳しい調査を行

なった結果、SS（浮遊物質量）が高値であった。よって、

SSがTOCに与える影響を考慮し、SSをろ過後TOCの測定

を行い、SSとTOCとの関係についても検討したので報告

する。 

 

Ⅱ 方法 

１ 調査期間 

  平成23年4月～平成25年3月 

 

＊健康福祉部薬務感染症対策課 ＊＊環境森林部環境管理課 

２ 調査事業場 

対象事業場は、192事業場、県内3保健福祉事務所（東

讃、中讃、西讃）、小豆総合事務所及び環境管理課が採水

したものについて、TOC、簡易水質検査キット(COD)、及

びSSを測定した。また、一部の試料についてはSS測定

用ろ紙でろ過後、TOCを測定した。 

 

３ 測定方法 

TOCはK0102 22.2（島津製作所製、型式TOC－ＶＣＰＨ）、

SSは「水質汚濁に係る環境基準について」告示付表9に

掲げる方法により測定した。簡易水質検査キット(COD)

は共立理化学研究所製パックテスト(COD)（以下、パック

テスト(COD)という）を使用した。 

 

Ⅲ 結果及び考察 

１ 業種別排出状況について 

調査した小規模事業場は192事業場であり、その業種

を分類したものを表１に示す。食品製造業は調査対象事

業場のなかで最も多く、約24％を占めており、その排水

濃度は平均値としてTOC 65mg/l、飲食店が約9％を占め

TOC 91mg/lと高値であった。また、洗濯・理容・美容・

浴場業の割合は約 3％と低かったが、平均値として TOC 

85mg/lと高かった。 

県の条例改正に伴い、平成24年4月から適用されてい

る水質排水基準値は、平均排水量が10m3/日以上の水質特

定事業場においてTOC 160mg/l以下である。このTOCの

排水規制が適用されて以降、基準を超過した事業場が 4

事業場あり、すべて食品系事業場であった。 
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表1 小規模事業場の業種別排水濃度（平均値） 

日本標準産業分類 

(中分類) 

全事業場に対

する割合（％） 

TOC 

(mg/L) 

5 鉱業、採石業、砂利採取業 0.5 3.0 

9 食料品製造業 24.0 65 

12 木材・木製品製造業（家具を除く） 1.0 13 

15 印刷同関連業 1.6 27 

16 化学工業 1.0 31 

19 ゴム製品製造業 0.5 62 

21 窯業・土石製品製造業 2.6 27 

24 金属製品製造業 4.2 19 

36 水道業 1.0 2.0 

44 道路貨物運送業 0.5 3.3 

52 飲食料品卸売業 1.6 23 

56 各種商品小売業 2.6 16 

58 飲食料品小売業 1.6 29 

60 その他の小売業 2.1 6.5 

71 学術・開発研究機関 2.1 38 

75 宿泊業 9.9 19 

76 飲食店 9.4 91 

77 持ち帰り・配達飲食サービス業 1.6 25 

78 洗濯・理容・美容・浴場業 2.6 85 

79 その他の生活関連サービス業 1.0 65 

80 娯楽業 3.1 21 

81 学校教育 4.2 28 

83 医療業 4.7 12 

84 保健衛生 0.5 8.0 

85 社会保険・社会福祉・介護事業 3.6 27 

87 協同組合（他に分類されないもの） 0.5 12 

88 廃棄物処理業 1.0 17 

95 その他のサービス業 6.3 9.8 

98 地方公務 1.6 14 

99 分類不能の産業 3.1 16 

 

２ 小規模事業場の簡易排水管理について 

小規模事業場において TOC 値をパックテスト(COD)を

用いて簡易に管理する手法を検討するため、事業場を業

種及び処理方法を考慮して表２のように「有機性排水事

業場」、「無機性排水事業場」に分類した。「無機性排水事

業場」では、有機性炭素物質の使用等が少なく、排水の

TOC 値が高くなる可能性は低いと考えられる。また、前

報１）よりパックテスト(COD)と TOC の間に相関がないこ

ともわかっている。そこで、小規模事業場の９割を占め

る「有機性排水事業場」の簡易排水管理の可能性につい

て検討した。なお、ここでは合併処理浄化槽により処理

されている排水は「有機性排水事業場」に分類した。 

 

表２ 小規模事業場排水の水質別濃度（平均） 

分類 
全事業場に対

する割合(%) 
TOC(mg/l) 

有機性排水事業場 90.1 42 

無機性排水事業場 9.9 17 

 

有機性排水事業場のパックテスト(COD)と TOC との関

係を図１に示す。パックテスト(COD)が250mg/l以上を示

した高濃度域の事業場は、パックテスト(COD)値が不確定

であるため除外してプロットした結果、概ね良好な相関

関係が得られた。 

有機性排水(n=169)

y = 1.2117x + 3.343
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  図１ 有機性排水事業場のパックテスト(COD)と 

TOCとの関係 

 

今回、排水基準値であるTOC 160mg/l を超過した事業

場は食品系事業場のみだったことから、有機性排水事業

場を食品系事業場と食品系以外の事業場に分けて検討し、

推定値±50％のラインをプロットしたものを図２、図３

に示す。データを蓄積した結果、 食品系事業場の回帰式

の傾きは1.4、食品系以外の事業場の傾きは0.9であり、

パックテスト(COD)とTOCの関係は、それぞれに良好な相

関関係が認められた。このことから、図２、図３におけ

る＋50％のラインをそれぞれの回帰式とみなせば、パッ

クテスト(COD)の結果から安全性を見込んだ高めのTOC 
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有機性排水　食品系(n=66)

y = 1.3923x + 2.8498

R2 = 0.4637
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図２ 食品系事業場のパックテスト(COD)とTOC 

 

有機性排水　食品系以外(n=103)

y = 0.8654x + 6.4175

R2 = 0.4779
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図３ 食品系以外の事業場のパックテスト(COD)とTOC 

 

を推定できるため、パックテスト(COD)は簡易排水管理手

法として利用できると考えられる。 

 

３ 小規模事業場のSSとTOCについて 

図２の食品系事業場において、大きく外れた１事業場に

ついて詳細を調査した結果、SSが高値であった。また笠

井らの報告２）によると、高濃度域のCOD値は、SSの影響

が大きいものと推測される。そこで、同様にSSがTOC測定に

影響していないかを調べるため、SSを除いたろ液のTOC（以

下、ろ過TOCという）を測定し、SSとTOCの関係性を調査した。

SSと「TOC－ろ過TOC」の関係を図４に示す。食品系事業

場のSSは1～150mg/lあり、特に高値の事業場ではTOC

とろ過TOCの差がみられた。これらの事業場はSSに有機

性炭素物質が含まれると考えられ、排水処理過程でSS

を除く適切な処理を行なえばTOCは大きく下がると思わ

れる。食品系以外の事業場ではSSは1～69mg/lであり、

TOCとろ過TOCの差は食品系事業場よりも小さかった。

食品系以外の事業場ではSSに有機性炭素物質が
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図４ SSと「TOC-ろ過TOC」の関係 

 

含まれる割合が少ないと考えられ、SSがTOCに影響する

割合は小さく、TOC の基準を越えるようなことは少ない

と思われる。 

特に食品系事業場において、SSにTOCが含まれること

が多く、SSの取り扱いによってTOC値が大きく異なる４）。

当センターでは、対応策としてスターラーで撹拌して測

定している。SS粒子が小さく、スターラーの撹拌で十分

に分散されれば、TOC－Ｖの採水チューブの内径が0.5mm

あるのでホモジナイズ処理なしで測定可能だが、SS粒子

が大きければSS粒子を注入できずTOC値が低値にでてく

る可能性がある。 

今後は、SS と TOC 及びパックテスト(COD)との関係性

について排水の種類別、処理方法別などを考慮し継続調

査を行っていく予定である。 

 

Ⅳ まとめ 

１ 調査した小規模事業場のなかでは、食品製造業が約

20％、飲食店が約 9％と多く TOC の濃度も高値であっ

た。 

２ 有機性排水をさらに食品系事業場と食品系以外の事

業場とに分類した場合、パックテスト(COD)とTOCとの

関係は、それぞれに良好な相関関係が認められ、食品

系事業の回帰式の傾きは 1.4、食品系以外の事業場の

傾きは0.9であった。 

３ SSは、TOCに影響すると考えられ、特に食品系事業場

のうちSSが高値の事業場では、排水処理過程で SS を

除く適切な処理を行なえば、TOC は大きく下がると思わ

れる。 

香川県環境保健研究センター所報　第12号（2013）

－81－



文献 

１）久保正弘ほか：小規模事業場の排水調査結果につい

て,香川県環境保健研究センター所報,11,87-90,

（2012） 

２）笠井信善ほか：COD 簡易分析法の実用性に関する研

究（第１報）,富山県環境科学センター年

報,26-2,25-29，(1998) 

 

３）笠井信善ほか：COD簡易分析法の実用性に関する研 

究（第２報）,富山県環境科学センター年

報,27-2,35-38,(1999) 

４）島津全有機炭素計 TOC－Ｖ メンテナンス講習会テキ

スト 

 

 

香川県環境保健研究センター所報　第12号（2013）

－82－


